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R【ΓLの 山形の大学生が中心となって、2011年 11月 から

活動している「START Tohoku」 です。復興の状

況や防災を学ぶ E石巻スタディツア…]、 津波で被

災した反物をリメイクする [saki‐ponプロジェ

クト]を主な活動としています。

～「立町復興ふれあい商店街」内

『手作リバンエ房パオ』谷池田さん篇～

立町復興ふれあい商店街の一角にあるパン屋。 ドアを

開けると「いらっしゃい」という声と共に出迎えてくれ

るのは店長の谷池田さんの笑顔。

「感謝の気持ちがあると自然に笑顔になって、笑顔だとお

客さんがよってくるのよ」笑顔の秘密を教えて下さつた谷

池田さんのお店『手作 リバンエ房パオ』の名物は生ゆば

バン。ゆば屋の社長さんの一言から始まり、試行錯誤す

ること 5年。完成した 生ゆ|がンのファンは全国各地に

います。被災後は廃業も考えたそうですが、全国のファン

の声 に押され再開を決意したそうです。

私たちは「石巻が元気になるお手伝いをしたい」と思

いながらSttAR下 の活動をしています。にもかかわらず、

私たちは谷池田さんの実顔にいつも励まされ、元気をも

らうのでした。
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Sよ中∽は全国で着実にファ

ンを増やしています。

今後は6月 30日 (日 )山 形

県長井市で『夢灯』、7月 27

日(土 )秋田県秋田市で

『丼鰤洲割 にブース出店予

定です !ぜひ、お近くにお

住みの方はお越しになって

ください。お待ちしています。

オンラインでも販売していま
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こんにちは、今回はSTARTスタッフ中川遼大が担当します。

今回は初めての試みで社会人の方を対象にしたツアーでした。

参加者に石巻の企業や自治体が東日本大震災とどう向き合った

のかを知るという内容でした。

当日は、企業に勤める方、自治体の職員の方、復興支援の

NPOの方など、山形に限らず様々な方に参加して頂けました。

はじめに、日和山公園から石巻を一望してから門脇・南浜町

をまわりました。市立病院の解体もはじまり、次々に建物がな

くなる風景から2年という時間の経過を感じました。

その後、湊の方へ。いつもお世話になっている木の屋石巻水

産の仮事務所に伺いました。担当の方から震災からの歩みや復

興への想いなどを聞きました。震災後もできるだけ従業員を解

雇しなかったというエピソードが印象的でした。お話を聞いた

後は買い物タイム。かわいいキャラクターの描かれたバンツが

売っていて、隠れた名お土産になりそうです。

橋を渡って商店街の方へ。石巻日日新聞の「石巻 bl―ee」

を見学しました。ここには手書きの壁新聞や石巻の音の写真な

ど展示されていて、社員の方から、壁新聞は日が経つにつれで

きるだけ明るい話題も載せるようにした、などのお話を聞きま

した。
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■今後の予定■

7月 14日 (日 )に大学生対象石巻スタディツアーを

開催する予定です。

■コンタクト■

公式 HP:http:〃 start―tohoku.com

E― mail:thinknewtohoku@gmall.com

[I]start丁ohoku   舅卜捩 @StartTohoku

※『START通信』は私たちの活動や石巻の様 な々情報をお伝えするものです。

ロゴとHPが新しくなりました。これからも宜しくお願いします !

『石巻スタディツアー～防災を学び、未来に備える～』

日時 :3月 16日 (上)

対象 :社会人の方、学生 (一般応募)

参加人数 :18人
主な訪間先 :日和山公園、門脇・南浜町、本の屋石巻

水産仮事務所、石巻 NeN/vsee、 日和アートセンター、

いしのま☆キッチン、石巻市役所、ふれあい復興商店街、

石巻マルシェ、ピースボートセンターいしのまき、
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お腹が空いてきたところで昼食は「いしのま☆キッチン」そ

の後、同じ建物の上階に上がって、市役所の復興課の方から石

巻市の被害状況や復興計画の進み具合について聞きました。私

が印象に残ったのは、市役所の廊下などが想定外に緊急的な避

難所になったという話です。防災訓練をする時にそこまで想定

に入れているところは今でも少ないのではないでしょうか?

その後はピースボートセンターいしのまきに移動し、ことぶ

き町商店街の近藤さんから、復興に対する率直な想いを聞きま

した。駅前の再開発はどうなっていくのか気になります。

最後に振り返りのディスカッションを行いました。震災当時

から復興において企業、行政、住民がそれぞれどんな動きをし

たのかを振り返り、これから地域においてどのような役割を果

たしてくべきかを考えました。そしてその中で参加者ひとりひ

とりが社会人として何が出来るのだろう?という方向へ議論を

進めていきました。私の班では、これからは行政でもない、個

人でもない、悌 三勢力」(大学や NPOなど)の働きが鍵になる

のでは、という意見が出ました。

震災から2年が経ち復興の進み方がまだらになってきた中で、

地域に関わる様々な知 ヽ 自分達の役害Jをどう引き受けて進む

ことができるか、ということを改めて考えさせられる一日にな

りました。
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■ SttAR丁 メンバー紹介 ■

山形大学 理学部 2年
河田 翔子

こんにちは !私は大学生のうちにしかできないことを

したいと思っていました。そんななか STARTの活動

を知り、このような形で復興に携わる新鮮さに惹かれ

て加わることにしました。石巻の商店街の雰囲気が素

敵だと感じたので、すこしでもみなさんの役に立ちた

いなと思います。


